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Ⅰ．ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄物の発生抑制につとめ、リサイクル率の向上に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．「品質第一」をモットーにお客様の要望に最善を尽くして応えていきます。

この環境経営方針を全従業員に周知します。

代表取締役

環境経営方針

　弊社は平成４年に事業拡大の為、姫路市内の住宅地から市内北部林田町の山裾へ工場を移転
してまいりました。
　のどかな田園風景や、季節ごとに違う顔を見せてくれる山々が身近にあり、環境保護の大切
さを痛切に感じております。
 この自然を私たちの手で破壊することがあってはならない。いつまでもこの自然を見続けてい
たい。そんな思いで以下の事項に取り組みます。

　私たちは、ますます深刻化する地球温暖化や、今後予想される地下資源の枯渇への対応が人類
共通の重要課題との認識にたち、半導体及び精密機械関連設備における金属加工部品の製造・組
立・販売事業活動において、排気ガス、廃油の低減、製造工程に出る切削廃材の最少化、エネル
ギーの節約により、環境負荷の低減を図るために、全社一丸となって継続的に改善活動に取り組
んでまいります。

2009年3月15日制定日：

改定日： 2023年8月10日
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Ⅱ．組織の概要
（１） 名称及び代表者名

三ツ星製作株式会社
代表取締役　　林　憲嗣

（２） 所在地
本　　　社 兵庫県姫路市林田町上伊勢３００番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役 林　憲嗣 TEL：（079）261-4199

担当者 営業課長 前田　直哉 TEL：　　同上

（４） 事業内容
半導体及び精密機械関連設備における金属加工部品の製造・組立・販売
太陽光発電における売電事業

（５） 事業の規模
売上高 千円 年度実績

従業員　　　　　 名
延べ床面積　　　 ㎡

（６） 事業年度 年 1 月 1 日 ～ 12 月 31 日

Ⅲ．認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 三ツ星製作株式会社
対象事業所： 本　　　社

活動： 半導体及び精密機械関連設備における金属加工部品の製造・組立・販売

太陽光発電における売電事業

Ⅳ．事業や製品（商品）の紹介

 ・飲料用アルミ缶製造装置部品
 ・ハロゲン及び放電ランプ等の光源、光学装置部品

1,0981,098

 ・射出成型機ダイカストマシンの装置部品
・産業機械装置部品

・自動車、電車等の試作部品

16

当社の強み
①設計から生産、アセンブリまで一貫生産体制を
　有していること
設計から、製品加工・品質管理・アセンブリまで、社内で一
貫生産体制を実現しています。設計段階から積極的に顧客と
コミュニケーションを取ることで、顧客の意図を理解し、精
度の高い部品を供給することができます。

②様々な加工工程を自社で行えること
これまで、顧客の要望に対応した設備投資を積極的に行い、
あらゆる加工工程の内製化に努めてきました。そのため、保
有設備は30台以上となりました。
外注加工は主にメッキ処理や熱処理で、その他ほとんどの加
工を内製化することにより加工ノウハウを蓄積できるだけで
なく、取引先からの特急案件においても柔軟に対応していま
す。

・ディスプレイ装置、プリンター装置、スマートフォン携帯端末の部品

 ・半導体製造設備の精密部品

389,657

本　　　社

2022

2022

合計
16
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Ⅴ．環境経営組織図及び役割・責任・権限表

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

工場設備写真

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の策定・見直し

環境委員会

役割・責任・権限

環境事務局
・環境経営レポートの確認

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者を任命

環境管理責任者

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

環境事務局

経理

社長

代表者（社長）

製造部

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

部門長
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門における環境経営方針の周知

課長

営業部

環境委員会

代表者
社長

 環境管理責任者

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
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Ⅵ．主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

kg
kg

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh ㈱USEN NETWORKS  2020年度実績

Ⅶ．環境経営目標及びその実績

✕

〇

〇

〇

✕

〇

〇

〇

※化学物質の使用はありません。

Ⅷ．環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

製造技術のさらなる向
上 行動目標（次項による）

97% 96%

合計

96%

11,258

基準年度比 2019年 98% 97%

12月11月10月9月

68%

159,493
172,701

7月
12,850
16,971

8月
15,270

18,477 15,814 12,547
13,352 11,73915,219

0.96

12,425 13,580 13,440

86%

385

11,544 13,607

96%
376

0.97

95% 97%
378382

6月5月

386
98%2019年

3月2月

394

二酸化炭素総排出量 87,454

灯油による二酸化炭素
削減

96%

取組結果とその評価、次年度の取組内容

2020年度 2021年度 2022年度

96%

96,459

20,064

16,182
　一般廃棄物排出量 440 430 410

12,108　産業廃棄物排出量 14,097

97,463

97%

電力による二酸化炭素
削減

12,71810,246

・空気圧縮機のエア洩れ点検

13,648 19,338

基準年度比 2019年 98% 89%

基準年度比

水道水の削減 ㎥

kg-CO2 100,478 98,468 99,172
上記二酸化炭素排出量
合計

産業廃棄物の削減

一般廃棄物の削減

基準年度比 2019年 98% 99%

kg 14,000 13,720

kg 560

378 333 374

549 410 543

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 20,900 20,482 17,765 20,273

基準年度比 2019年 98% 85% 97%

11,727 11,492 8,022 11,375

LPGによる二酸化炭素削
減

kg-CO2

kg-CO2

98% 108% 97% 96%
kg-CO2 67,466 66,116 73,053 65,442

2019年

廃棄物排出量

0.423

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2024年
（目標）（基準年) （目標） （実績） （目標）

基準値 2022年 2023年評
価

370

14,980 12,234
14,840 13,117

環境に配慮した生産活
動 行動目標（次項による）

・生産工程の待機時間短縮 △

数値目標 ✕ 新型コロナウイルスの影響で売上が落ち込んだ一昨年から、徐々に仕事が
増え、最終的には売上高が基準の2019年度比は26％増になったが、二酸化
炭素の削減は2019年度比8％増、目標を10％超となった。
売上の伸びを計算に入れると実質12％の削減となる。
次年度も左記の活動を継続する。

1月 4月

○

12,337 12,393 13,225
12,916 12,812

達成状況

・不要照明の消灯 ○
・ノー残業デーの実施 ×

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価

水使用量

538
基準年度比 2019年 98% 73% 97% 96%

93,677 99,172
項　目

基準年度比 2019年 98%

64,767
基準年度比

438 1,556 376

0

10,000

20,000

30,000

電力（kWh） 2019年 2022年
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LPGによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

128.4

3,219

7月
719
502

8月
730
755

目標を達成した。
暖冬の影響もあるが、なるべく厚着をするなど、社員全体がエコについて意
識が根付いてきていると思う。
次年度も左記活動継続する。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

8月
5.7
5.3

0

7月
4,706

0

10月

0 0
0 00 230 766
0

0
187 0 0

8.8

取組結果とその評価、次年度の取組内容

10月 11月 12月

2.6 1.8 2.0 6.7

9月

合計

合計7月
11.3

6月

11月10月 12月

LPGの使用量は少ないが、昨年と同様、ポットに保温の効果は大きい。
次年度も左記活動継続する。

6月 9月 11月 12月

646
564

6月

8月

645 754
693 655

取組結果とその評価、次年度の取組内容

今期は新型コロナウイルスの影響もあり不景気のあおりを受けていた昨年
度からの反動で多少仕事量は増加した。
売上が増えたことにより、外回りの人数を減らし、少人数で工夫しながら持ち
回ることにも限界が来ているところではある。
方向性としては維持しながらいかに燃料費を削減できるかを模索していく。
2019年と比較し燃費は同様であったが、目標は達成している。
次年度も左記の活動を継続する。

12.2 3.1 1.61.6

552 752

9月

7,652

110.8

合計
9,002

8.8

2月
17.7

17.2
22.0 19.7

数値目標 〇

746

4月 5月
14.7 12.4
1月

716
819 878

6.4

0841

5月

639

657 1,086

699

数値目標

841 448

〇

2月

達成状況

○

803 996 654 416

○

747

・冬の厚着の励行 △
・昼休みのストーブ消火 ○

・ガスコンロの省エネフード使用

1月 2月 3月 4月 5月

701

△
・効率的なルートで配送

15.8 14.813.5

数値目標 〇
・アイドリングストップ

13.5

3月 4月
898 718

・エリア別営業活動の見直し

1月

564

3月

△

561

達成状況

達成状況

0

500

1,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

ガソリン（L) 2019年 2022年

0.0

10.0

20.0

30.0

LPG（㎥）
2019年 2022年

0

500

1,000

1,500

灯油（Ｌ） 2019年 2022年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2019年

2022年 376

合計
60

10月

0
0

71
79

8月 12月

節水励行を継続する。
次年度も左記活動継続する。

6月

1,225

12月
560
410

合計
14,0001,225

7月

50
30

12,425

合計

1,225 1,050
0

8月 11月

7月

1,050
12月

60

1,050

取組結果とその評価、次年度の取組内容

10月

1,225

30 20

6月

4月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1,050

30 40

9月 10月

30

6月
1,2251,225

水道管に保温材を巻き付け、凍結に備える。

11月9月

1,050

11月9月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1年を通して産業廃棄物の削減を達成できた。
今後もこの活動を継続してく。・作業ミスによる廃棄量の削減 ○

60 20
4月3月

達成状況

○
・書類の電子化 △
・段ボール紙の古紙回収 ○

1月 2月

・分別の徹底

40
8月

60
30

7月
50

〇数値目標

0

1月

1,050 1,050 1,050

0 60
0 6961

58
0 73
0 66

394

・廃棄物の分別処理の実施と推進 ○

・リサイクル業者の開拓

達成状況

数値目標 〇
・手洗い水量の適正化 ○

0 58

×
・自動水栓取り付け

○

×

57 0

60
50 40 40

達成状況

数値目標

5月

〇

10 3050 30
50

紙ごみの削減はかなり進んできていると思う。
次年度も左記活動継続する。

2月 3月 4月 5月

1,225
1,050

3月

0 55 0

1,050 1,225
2,625 0 2,275

・節水弁取り付け

1月 2月

1,225

63
5月
00

・梱包材の再利用 ○

0

50

100

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

水道水（㎥） 2019年 2022年

0

20

40

60

80

一般廃棄物（kg） 2019年 2022年

0

1,000

2,000

3,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

産業廃棄物（kg） 2019年 2022年
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環境に配慮した生産活動

製造技術のさらなる向上

Ⅸ．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

また、関係当局より違反等において指摘はありませんでした。

Ⅹ．外部からの環境上の苦情・要請等
2020年度は外部からの環境上の苦情・要請等はありませんでした。

Ⅺ．緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子 ①作業者は火を確認→非常ボタンを押す
②近くの作業者に消火器を取に行ってもらう
　消火器を取に行った作業者がそのまま消火
　（ここまで約３０秒）
③作業者が工場長に報告、事務所に連絡
④１１９番に電話をかける
　（ここまで約１分）
⑤各リーダーは部署ごとに声掛けし外に出る
　（ここまで約２分）

　訓練としては機械に消火剤をかける疑似行動とし
て行った。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・個人の能力の向上　(社内技術講習会の実施) △ リスク分散のために始めた火力発電関係の分野の客先が増加している。

難削材の加工依頼が増え、今後売上の主力をになることを期待する。・難削材の加工技術に取り組む　（社外技術の調査） ○

遵守
遵守
遵守

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）
地域別振動基準(昼間60db以下)
地域別振動基準(昼間60db以下)
定期水質検査

廃棄物処理法

遵守

遵守

浄化槽法

消防法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

消防設備の定期点検

工場内のNC制御機械は全て水溶性油に交換済み。水溶性の切削油は油性の切削油と比較し火が付きにくいが、加工中の
熱により発火する可能性は十分考えられる。不意の発火を考慮し落ちついた対応が求められる。

2022年9月9日 工場内 マシニングMV-55

内容：マシニング運転中に主軸から発煙し、機内に燃え広がる想定で訓練を実施した

①作業者は火を確認するとすぐに非常停止ボタンを押し、それ以上の油の注入を止める
②すぐに隣の作業者に応援を求め、消火器にて消火活動に入る
③工場長に即座に報告し、事務所に通達
④防火手順書に則り、119番通報をする
⑤各リーダーの指示に従い部署ごとに速やかに非常口より避難する
⑥総務は到着した消防隊員に現状を報告し発火地点まで誘導する
　作業者による消火活動の際、水をかけて消火すると油が飛び散り、さらに被害を拡大する可能性があることを
　説明し、必ず消火器にて火元を消火することを確認した

全従業員

遵守

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

取組結果とその評価、次年度の取組内容
 実態調査の実施。今後も左記の活動を継続する。

評価

・不良率の低減

フロン排出抑制法

○
達成状況

騒音規制法
振動規制法

適用される法規制
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Ⅻ．代表者による全体の評価と見直し・指示
代表取締役 　林　憲嗣

環境経営方針 □ 変更なし ☑ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

ⅩⅢ．これまでの環境活動の紹介

　２０１８年から古紙・段ボールは近くの古紙回収業者様に
依頼し、週一回引き取りに来ていただいています。
当社は廃棄物を減少させることができ、回収業者様は原料
を無料で確保することができます。
　こういったWin-Winのエコ活動が理想的ですね。

実施日： 2023年6月3日

　今年度は新型コロナウイルスの影響も落ち着き、少しづつ経済も動き始めたように思う。
しかしながら、材料費、電気代、燃料費等の高騰、深刻な人材不足、働き方改革の名のもとに急激な変革を余儀
なくされる経営環境の中で問題は山積している。

世間では持続可能な社会への取り組みが注目されているが、中小企業が生き残っていくには経営環境が年々厳
しくなっているように感じる。
そのような環境下でも、お客様、社員とその家族、そして社会に貢献していく道を探求することが真の経営者の役
目なのかもしれない。

まずは持続可能な自社のあり方を見出し、そこにエコロジーを落とし込んでいくことが、これからの企業存続の道
であろう。
　
いかに組織を長く持続できるかを考え、次年度の目標を達成するための社風を今後も育てていく。
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